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◆ 高周波（RF）負イオン源のビーム収束性向上のため
RF放電由来のビーム振動の物理機構の解明を目指す

◆ 負イオン体積生成条件下の水素負イオンビームに対し
位相空間構造計測

◆ RFの周期に同期したビームの位相空間構造の時間変化を観測

✓ エミッタンス（図1）や位相空間上のビームの重心（図2）
（位置と角度の重心）が周期的に変化
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◆ 負イオン生成過程の違いによるビーム振動の変化を解明
◆ ビーム振動の起源を解明

メニスカス形状の非対称性が指摘されており、RF放電で
非対称なメニスカスが振動すれば、ビームの重心や角度
およびエミッタンスが振動する可能性がある（図3）
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